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集魚灯に閲する研究

第 1 報

浦銭

二三の知見

雄 く漁業第二教室〉

STUDIES ON  THE F1SH ALLUR1NG-LIGHTS. 

1. SOME NOTES ON  THE PRESENT STUDIES. 

Tetsuo M1URA 

(Facu1ty of Fisheries， Hokkaido Univεrsity) 

Fishiug llsing fish 九lluriug-light日 has eeen m¥lch in opentioll in various fishing 

gro¥lnds of southern Japall， but i七isnot so much the cllse in Ho~， k司ido・ 1t w:'s only since 

the ell(1 of the WOl'ld机larII tl1f1t the skipper fishillg hy lift.net sUPFortcel hy polcs using the 

above mentioned lights was introduced to the fi~hillg in Hokkaido hy the fishermen of San-

l'iku district， 11.11(1 there are very few 日tudiesconcerning this m<.:thoc1 ill Hokkflido， though. 

thel'e al'e Eeveral i11vestigations ab:Jut this in HOllshu. 111 view of the fact that七heconditions 

of thc aa， habits of fish and methods of fishing i11 Hokkaic1o are gcnerally diffel'ent from 

those in H011Shu， it is desirめlecarrying on the research in the field of Hokkaido，日oas to 

make もmoreeffective. The present wriぬrhn日accompliAhed，to a certain extent， the research 

in this line， and come to son:e different cOllclusions from those hitherto publi日hedby the 
rearuchers who~e fields of experiments had becn exclusively limited t.o Honshu. 

The first problem iu the study of light fi5hing is to consider， which is more effedive， 

the lamp above the water 01' olle under the water. Fol'もhispurpose， the ilIllmination ra'lge 

of each type was exnmined by mea;，uring visible depth to the Se巴chidi~k in the water lit by 

each light， and 11.1自oinvestigated tl:.e renction of some specie唱 offish for el.ch tYl日.From 

the result thu日ohtained，自Omeremarks were made taking fuU a(!v品川日，geof the ch九rncteri円t
ics of the each type in the fishing thtlt utilizes oue of these. 

The seconc1 problem must consider the advanttlges aud disadvltI訪日ge3"七ichdepend On 

the varion日 lightingmechanisms. F 01' this pUl'pose the viwal seusitivity 01' fish was日upposed

and the writer calculated the transmissioll coefficients 01 lights of various wave-Icngth日目t

vtll'ious depths iu sea wp，ter， quoting' S'1wyer's measurements of absorption coefficients 刈 1m.

dcpth.. 'l'he cOllclusion was that such light自onr・ceshould be employed thnt might emit lllo;;t 

effectively the light of the range of wave.length thus determinecl. 1もW九日 pointed out that， 

alllong vtlrious types of lights now 凡 use，mercury lamp自九ndfluo1'esc8nt hmps f1re lllore 

•.. efficient fo1' the purpose than tUl!g;;tell 1凡mps.

The third step to be msde 日生odeeide On whethel' to devise such a way' of u日ingfish 

alluring-light tlS is most ndtlpted for thc fishing lllltl:od llOW exi 
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of fishing as is mostly a(lapte(l for the cmploymcnt of fish alluring-light. 80me reDト

¥ycrc m九，1e0九 thispoiut. 

絡- 日

集魚灯漁法は本州各地で盛んに行われているが、北海道は色々の原因から普及が遅れていた。とと

が移職後集1f.I，灯利用サン 7 樺受網漁法が本ナi'¥より移入され、指導営局の奨働もあって、集魚灯を本

各種漁法に利用せんとナる積極的試みが行われるようにたってきた。しかし従来集漁灯に闘する

は本汁!の漁場;とおりるものばかりで本道の漁場におけるものは殆んEなかった。それで、本州

報告を共催信用して翠に模倣する場合ぷ多かったので、大部分が期待に反する結果に怒っている ν本

の海洋傑件、魚、肢の習性、 t魚、法と、本道:の夫とは一般に異なるοで、本道には本選D漁場でたされ，

必要である。従来本遣で集魚灯漁法が普及しなかった原因として、第1に本道の海はー

に水温差が激しくif.J，、核週水温帯が狭いので、魚、群密度が犬で、あ P、殊更灯をljjいて集魚、ナる必要がた

とか、第2に比較的水温が低〈透明度も小さいので余程の大燭光を用いない限り集魚、時聞が延び集

る魚、も少なくて殻果がたいとか、第3に本道では季節的i回俳魚、の漁獲を主とするが、海洋俵件。相

もあってか、脚が一般に速過ぎ灯に封ずる滞留時聞が短くて操業が困難で、あるとか、色々のととがい

ていた。しかし根本原因は特に最長鞍前まで本!十iよPも比較的資班、に恵まれた漁場をもちJ叉主

して沿岸漁業に依存していた本道漁業者.J:J保守性と研究の立遅れにるったととは、本州漁業者。進

を契機とナる現在の集魚灯利fJjサン7棒受網漁業の普及がこれを立誼している。とれは叉集漁灯不

原因としてあげられる上述諸依件に封躍する積僅的研究の如何によっては必歩、しも集魚灯が本道

不適であるとは断定出来ない謹擦でもある。筆者は本遣の漁場において二、三白魚類を封象に集魚灯

研究を鎮けてきたが、得られた結論が本ナiヤコ漁場でなされた研究c報告と若干異なる場合もあり、

閲する基礎的一般的事項についても二、三D知見を得たので、とれらを報告し、今後ρ本

おける集魚灯研究者の参考に供する。

集魚灯。研究でよく問題になるのは、水上灯と水中灯との利害得失、光源の護光機構D種類による

失、集魚灯と漁法との紐合せの問題等である。質際問題としてはその他設備費、耐久力、取伎

の難易等富市1化のための問題もあるが、若し集魚成績良好のもりがあればとれらに・ついては温々と

夫改詳して行くべきであろう。次に以上のような問題について本道漁場の魚類を封象とした質例に

って考察する J

2 7](上灯と水中灯との利害得失

今日集魚灯といえば普通に水中式のもοを指しているが、その何れが有利であるかは劃象とする魚、

習性、漁法、及び海況によるのであって一概に決められない。水中灯~推ナ人々(l)は、灯が水上

あすもぽ光の一部が海面で反射されるが水中にあれば光の全部が一日産水中で利用きれるから能率がよ

と述べているが、L.F. RicIul.rdsonによれば貫際の海面における Albc(!oは0.06程度であり、と

値から推定しでも、他の利害得失と併せ考えれば左程水上灯が劣る理由にはたら主主い。水中灯の場

、一般に魚、は光棋を遠捲きにして併泳し、時たま光頭泣くに来るものがあっても瞬間反時逸脱す

。水中灯を推す人kは、とれを魚、は自身D好む照明のととろに集まるとか、明暗の境に集まるとか詑

とれは弐ο賓験ρ結果と矛盾する。ザンマ棒交網漁業舶の網側集魚灯(筆者が利用したの
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はlOOV，500W，電球10伺を一組にして犬きな反到笠の中に納めた水上灯、第4，5，6，闘〉で海面
上方約2mの位置より照射すると、サン?は光源直下の海面下約2mのととろを中心にして密集し、
相嘗長時間照射しても所謂魚落しない。然るに水中灯の場合にはlOOV，60W，電球1個でも光源を
遠捲きにして務泳し、灯具のちょったとし揺れにも敏感守叡P易く短時間で魚、落する J 南者について
サン?潜泳圏の照度を比較すれば前者の方がはるかに大きく、結局ザン?に遁度の照明は、水中灯に
よるその瀧泳圏の照度より大きい。純理的に考えれば生物の光に到する感費は光化撃反U!{，z;結果でる
るから、金刺戟値を Cとし、光の単位.時間の刺戟値をし刺戟時聞をむとすれば、 Bunsen-Roscot'
句法則、 c=It.叉は之者三}般にした Shwnrtchild([)法則、 C=JtI'(p::生物によって決まった常数)
が成立する.水中:trに劃するサシ?のi!fj泳圏は、サン?に劃するCが最適なる鹿域であると説明出来
る。ととろが上越の比較質験における水上灯ο場合は水中灯。時よりも Iもtも大きいから CD値が
増しとれをサン?自身の最遁値にするために水中灯D時の揖泳圏より大きな径¢砕泳圏を理論上つく
らねばならぬ筈である。然るに事貨は全く建である。即ち刺戟光源、がサン7D棲息する水中にあるか
外にあるかによってサン?に劃する最適刺戟値が異なるととになる。叉サン?は灯が水面の上にある
か下にあるかに関係なく、等しい1，志の値K劃しでも、群密度の小なる時は散り易く大友る時は散P
難いc即ち群密度の如何によっても最適刺戟値が異なる。即1:;，サン?に聖母する最適刺戟値 Cはサン?
自身の置かれた環境によって異なってくる。}般に他。生物の場合にも、そc生物に封する最適刺戟
髄Cは生物の種類とそれが置かれたま霊境とによって定まり、生物に封ナる CDft宣を一義的に1，t，。
測定から出しでも (2)凡ての場合に適用出来ぬと考えられるゆ若しCの値の費化によって一般に魚類の
俳泳圏の大いさを説明するのであれば、各魚類の置かれた環績に麗し、しかも彼等が感知する 1，t以
外の凡ゆる事a戟源。束a載値の代数和たるCの値をとるか、さもなげれ，ば環境¢説明がなされなければ
ならぬ。サシT 棒受網漁法には上越のような灯に劃するサン?の反聴から考えて本道では水..1:灯の方
が優れている。叉本道イカ釣漁船に水中灯を使用すると、イカは深居に誘集されトンボ釣は良好にな
る。時たま光源近〈に浮上してくるものがあるが瞬間光源のために目つぶしでも喰ったように墨を吹

いて逸脱する。前記法

則の最遁刺戟値がイ

Jむについては非常に

小さいわけでるるが、

深麿に集まった頃合

をみて光の強さを減

じて暗くすれば浮上

して来そうであるが

明暗の費化に非常に

敏感で直ぐ四散して

しまう結局本道のイ

カ釣漁業において漁

獲の大勢佐決すると

さ1れ，るハネク子Jが不

能となり、現行漁法を

費率せね限T7K中灯
は不適である。吠叩集
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Q 11 グ 11 15m. ab)ve water. 

Mercury Jamp (lOOV. 5'∞W.) 1m. under watf'r. 
11 "H  11 15m. ubove water. 
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魚灯の要件として照明範園の庚いものが望ましい。従来護光機構の異なる光源の水上及び水中におけ

る照明献態を比較したものはあるが、山尚同じ光源白水上及び水中におけるそれを比較したもθ はな

いようである。筆者が同一光源を水上及び水中にして透明度板の可硯距離を測って比較し売ととろ、

(第1圃〉、 水面方向には水上灯がはるかに庚く、水深方向には水中灯の方がや、大きかった.し:か

し可硯距離の測定には2割程度の誤差があるとされ，ているので結局水深方向には南者の聞に大きた差

はないと見てよいω水中の金照明宰聞を考えれば水上灯。方が庚くて有利である。しかし勿論水上、

水中何れの灯を濯ぶぺきかは魚種、漁法も併せ考えて決定すべきである。例えば滑岸定置網に多数集

魚、灯を組み合せて漁獲する方法(5)でイカt:漁獲するような場合はイカを浮上させる必要がなく叉飽設

が他枯航行の邪魔陀たらないようにするためにも水中灯でなければならぬととにたる。

集魚灯による透明度板の可観距離測定ほ昭和24年12月24日、茂漫地沖合で行った。調査般には

日水所属イカ釣漁枯汐丸を借用し、測定方法は舷側より水中集魚灯を水面下1mに吊 L:た時及水面

白上方1.5mに吊し売時の各々の場合について、共に曳航して来tc停潟舶上上り灯具の直下に透明度

板を下し、曲眼鏡によりその可視距離を波打、水平方向には停馬舶を移動し距離綱によって 5m毎に

測定した。光源として lOOV，500W，の白熱灯及び水銀灯ο2種を使った@目下海中照度計を製作中

であるから精密な比較は温って稜表する。

3 光源の接光機構の種類による利害得矢

光源01重光機構の種類による測光特性とか、或は水面及び水中での性質とか、純光皐的問題につい
℃は研究し聾され，ているが、賓際に集魚灯として使用ナる立場からとれらの光諌を比較検討した報告

はあまりない。叉或種魚慧の腕費に聞しては色々の角度から研究はされ，ているがめ、ーしかし例えば色

費ο研究に魚類の稼感度を考慮に入れた研究はあまりたい。賓際;z:集魚灯の光源として使用する立場

から、必婆なデータを諸~献よ P 引用し筆者の測定値も使って現存得られ，る二、三光源の利害得失を

調ぺ、叉一一二賓際漁場で経験した本道魚類の光反鹿児到する見解を述べる。

一般に魚、に色魔がある以上感じ易い色を出す光源が集魚灯光源として有利・であろう。ととろでサン

マ棒受網漁業において、サンマは赤色電球の下・εは行動が緩慢となP繍獲に最遁の般態となるから、

網側集魚灯は赤色電球にするか、叉は白色電球と赤色電球とを混用すればよいとの意見があV九叉

賓際赤色電球を用いて火事場のような照明下で按網している業者がるる。いかにもサン?は赤色灯を

好むよろに見える。しかし筆者の賓験によれば網側集魚灯も白色電球で一向差支えなく、サ::-"7'が網

側集魚灯;z:移ってから1'，減装置〈第盛岡)により減灯して暗くしさへすれば赤色灯下の欣態と全く同

!様になる。結局サシ?は明るければ行動が敏感に、暗ければ緩慢になるのであって、との場合サシ?

の行動を色彩の刺載による庚臆と考えるよりも明暗の刺戟による反醸と考えた方が安富のようIt:思わ

れる。減灯。際サン'"7'は一瞬騒ぐが、一旦灯についたサン?は直ぐ馴れて建灯直下に密集するから、

電力節約の見地からいつでも賦減装置を設備しておき按網の時に減灯した方がよい。

元来色彩の刺戟と明暗の刺戟は混同され易く、魚の好む色を調べるには、その魚に劃する各波長。

光の同一硯感エネルギーについて比較したければならない内しかし夫kの魚類について硯感度を知る

ととは不可能であり大韓を推定して比較するよ P白様j-rたい。恨令轄射エネルギーが等しくても、その
波長の如何によっては明暗の刺戟が異なり、人類の場合には555mμ.の光を最も明るく感む、波長が

それ，から離れるに従って械やる。ととろで一般に魚類の可覗範曹は人類のそれと大差なく波長D短い

部分はむしろ人類以上に感歩るととが知られている。(人類 397~723mμ. 魚類 34~700intt.) 
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とれから推察して魚類D極大腕感度を大腫520mμ，としてもえした的外れにはならないであろうo魚
の好む色を調ぺるのは困難にしても、明るく感やる光即ち5却::nμ.附近の光を能率よく出す光源が集
魚灯広有利であるう。突に各位長の光の潟水中の透過の問題がある。集魚灯の要件として、水中を出
来るだけ遠方に到達するよう友波長の光を能率よく出ナ光源が有利でるろう。一般に海水は波長の短
い光をよく透し披長¢長い光を多く吸牧する。海水による各波長の光の吸牧童容は、世界各地I'Lおいて
賞験室に、現場に種々測定されているが仰、現場における離測ば主として太陽の種々なる高度におけ
る鉛直方向の光の弱まる割合を水の厚い唐に亘って平均した泊減係数 (Ex:tinctioncoefficient)であ
b、とれらο値から生牧撃的に便利な、滑直に透入ずる或披長の光司宝71<中の各唐において何%位に弱
まるかを知る透入率 (Transmiasioncoefficient)を算出するととは雑しい。そ白票占、蜜験室c測定は
水居1mの吸牧草事 (Absorptioncoefficient)であるが、比較的悉しく各波長aJn:測定されておp、遺
入軍事。算出が容易である。勿論水中の光D強さは海表面の依態、水中浮瀧物の膨響があb、震験室内
の結果をその健現場Zコ海水花賞猷める鐸にはいかt.l¥ハ@ととろで未だ日本周海の水に劃しでは、上i事
のような現場D測定はあるが、賓験室。測定はあま P知られていない。筆者も本選海水o測定準備を
始めたばかりで未だ護表の段階にないοそれで今海水中における光の透入依態。大韓の傾向を知るた
めに、 8awyerがCanad.Head Hnrbollr沖の Fuu<lyBn.y の海水を賓験室に持込ん'~'測った 1m
7K麿の吸牧寧から透入E宇佐野出し第2圃に示した。

Fig. 2. Showing the transmission coefficient8 
of light at v8rIou8 depths in 8('8 W8ter. --Dotted-lines. 
Suppo紛dvisual附Ilsitivityof 位、h.-FuI1-line. 
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5， 10mの曲線は Lambert(D法則乙より

1mの曲線t::5，10乗して求めたものに過ぎ

ないが各波長。光の弱まる献態の大睡の様

子を見るために示した。 ζの園‘では54011~μ.
の光¢透入率が最も大きい。 Clarke仰と
Jan:esの Vineyn.ra8aunrl.羽T1iISも1eB品y.
Buzzards Bay等の海水の貨験室の測定値

によると 570mμ.附廷の光D透入寧が一番
大きい。現場。海水においては一度散風さ

れて外に出た光が叉散離によ P逝戻りす
ることもあれー般に賓験室。測定値から

求めた透入容は現場の透入率よ P小さいの
が普通であP、第2闘の透入率も現場海水
で測ればまだ大きいかも知れ，ぬが、各波長

白光の透入軍事‘つ相封位置は左程贋らぬと考

えてよい。闘は勿論本選海水の光の透入扶
態を示すものではないが、世界各地の賓iJtU
，IJO fJ直のうち中庸的君主例なので或程度参考にし

:uo Y仰 ，.o ruo 600 '100 

W8ve-length in IIIμ. 
てもよい。同圃に魚類の推定観感度曲織も

示して見た。ょと趨ο各測定値C最犬透品、事と魚類の推定極大~感度を併せ考えて大檀回0-570mμ.
の光を能率よく出す光源が集魚灯に有利なように考えられ，る。突にこ三光源の.500-600mμ.問。殻起
能率を示した。(費光ランプ、~球。計事手値は文献、12'による〉。

第2行の数字は電灯t二消費電力(附属器具の損失は含ますっoうちの何%が関与一600mμ.間白光rc
1.f.るかを示している。とο表から水銀灯、盛光灯が白熱電灯よりも集ff.l，灯光源として窃利であろうと

--146ー



Table 1. Redtlc<d luminous efficiency emitted by 
various 1ights at 5∞一ωOmμ.wave-l加 gths.
玄紬ぱ加伊- lt;zz?益二

考えられる。但し放電灯式。ものには附

属器具のを員失があるから上白数字から幾

分割引しなけれ，ばならぬが、それ，にして

も白熱電灯のエネルギー極大値は赤外部・

にあP、集魚灯に有利君主光が海中で僅IJ、

でるる。第8圃にとれら光源の分光エネル

ギー分布を示した。〈白熱電灯は文献 l:¥)

捷光灯は，a、〉

1∞W. Mercury vapour lamp. 85 

5∞W. 1/ /1 11 8.8 

σW. Greenish Fluor明 centlamp. 9.8 

トグ.Da.v-light colo咽r吋Fluor倒cntlamp.1 4A 

l∞v.ー 1∞'W.Tungsten lamp. 2.2 

IPO 

10 

11 

ヂ()

.Jl() 

グ.-500W. /f 11 2.2 

11 .-l000W. H q 3.1 

Fig. 3. Showing the s戸児!tralenergy curves 
of several 1ight sOI1r出現.

脚 uleht|約，1，司， 阿古一内~I .JI，d ~.IlII"" 
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|画
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Wave length in mμ. 
a: V. ercury lamp (ca. 45 LmJW) 
b: Fluonscent lamp (ca. 50 LmJW) 
。G畑一fil1吋 tungstenlamp (22 LmJW) 
d: Evacuated tu昭stenlamp (7.9 LmJW) 

.. 

第 2，3圃を併せ考えると水銀灯、豊光灯が

白熱電灯より有利であろうととが一屠よく bか

る。偽水銀灯の場合には S50-4.50m.μ.~ ととろ

にも大ぎたエネルギ戸分布があるが魚は波長の

短い部分にもよく感ゃるので上層では吸牧され

十に魚に感歩る。魚が光に感歩るのは光化皐反

醸の結果である以上、 4ヒ準作用の著しい紫外線

を含むとC部分が魚にEんた作用を及ぼすかは

今後c基礎的研究にまたねばならぬ。本研究
第2報に水銀灯に劃ずるスルメイヵc反躍を述

べるが少く共イカに劃してはとの部分が有害と

は考えられ，歩、むしろ集魚に有利のように観察

された。弐に集魚灯光源としては一般には筒度

の大たるものが有利で、あろうと考えられる。白

熱電灯の場合は翼症で 100~OOsb. ガス入250

-3，OOOsb.であるが、G.8.製5∞w.高塵水銀
灯(第2報に詳述する〕は20，OOOsb.で非常に

犬きい。豊光灯は輝度c賭で、は茜しく劣るから

輝度の刺戟に負の反慮を示す魚種によい。集魚

灯光源としては上也以外にも金光束、配光、殻

熱、光の動揺等¢問題もあり、更に質問化の問題(取扱の難易、債格、袴命〉もあるが、どれらの問題

に封しては白熱灯がその大部分を比較的有利に充しており、今直ぐ放電灯式集魚灯時代が来るとは思，

えぬが研究の進展により漸次放電灯式のものに切替えられるのではないかと考えられる。

4 その他の事項

集魚灯と漁法との組み合せの問題とは、現行。漁法をよ Pよく活かすようた集魚灯の利用法を考え
るか、逆に集魚灯の特性を活かした新漁法を霊祭ナるかというととであるが、一この経験を匙ぺる@

現行イカ釣漁法を活かす限Pは水上灯がよく、叉サンマ棒受網漁業にも矢張り水上灯がよいととは前
述し?と。と乙ろでよく棒受網でイカが漁獲出来ぬものかと聞かれるととがあるがその可能性はある。

筆者はサン7椿受締結に便乗し弐のような経験をした。先歩投網しておいてから、反網側集魚灯を賠
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灯すると fカは網側。舶の蔭で暗くなっているととるに誘集される。との時網D所雀を費らせない主

うに撒餌をするなり、山手をヲトくなPして水面近く出来るだけ浮上させるようにして、機8::見て迅速

Fi~・ 4. Showing the electric equipment of the N. S. K. fishing boat the Take-maru using lif.t net 
and fish alluring lam!田・

2. 

Ir 

@え⑦
手設17@

ロ

1: Dinamo used for. the fish alluring lamps. - 75 K. W. 

2: Dinamo used for the lamps at workrooms. - 25 K. W. 

3: Main s，witchboard - 10 K. W.， uSfd for dinamo (1)・
4: Storage battery set. - A W 7 -6; 16. 

5: Mainswirchboard. - 3 K. W.， used for dina-no (2). 
6: Sub-switchbobl"d used for the lamps 'at workrooms， equippcd in the engine-room. 
7: Sub-switchboard' used for the n{，t'side laml用 abovewaer， equipped in the 

steering room. 

8: Sub-switchboard us~d for the lamps under water， fquippεd in the steering rooni. 
9: Sub-swit担hboardused for the lamps above water， equipPfd in the steering room. 
10: Net-s・delamps above water. One set is constitut~d of ten l00V.-5∞W. 
tungsten lamps. E四 htwo lamps are able to be switched ou and off at the same 
time. 

n: s叩 chlight. - 1 K. W. lamp U6吋 forsearchiug for fi札叩ipp.:;don the rσof 
of steering rOOm. 

12: Resistance-boIl:: adjusting light-intensity of unlerwater lamps; 
13: ，Lamps under water; 4 
14: Anti-Ilet-side lamps abJve watH. Each four' lamps are able to be switched on 
and off at the same time. 

15， 16， 17: Conc nt for vesseI. 
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Fig， 5. Showing the arms supportiug lamps equipped on the Take--msru・-40tl1.H. B. 
:M:e剖 uredby Shaku. I Shaku宇0.30m

Ar帽$.胃帽rt

A~i ←土問!~"1 

~ .. 11...，1: 12一一扇子コιι
l'可，平-:::JT~

ιr~ー?司~~ o.~ーノ2=::t=1汗

Fig. 6. Showing the 'detai1ed ru("asure of lamp apparatus equipped on the Take-ruaru. 

:M:伺suredby Sun. 1 Sun与0.03m

係主5手

1: Roller which suspend the underwater lamps. 

3: Anti--net-side lamp arm， made of cedar log. 
5: Shede of anti-net-side lemp. 

7: Goose-U( ck attached to srm support. 
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2: Net-side lamp arm， made of cedar log 

4: Shade of net-side lamp. 

6: Goose-ne氾kattachecl to arm. 



に沈子曳網を引き上げると漁獲刑来る。イカは敏感で前進後退が自由であるから網には側網を設け機

械カで迅速に拐網出来るようにすれば向よい。第4，5， 6固に試験研究のため特に便利に設計された

日本水産f列島竹丸の電機設備を示し参考に供する。

費電機を二うにしたのは在庫ο一つを利用して計10K.W.にしたまでで特別D理由は友い.水上

灯の配置もとの方式が特によいという詳ではなく、最も効果ある配置を決める研究は今後の問題で、る

る。国のような設備では舶底はなるべく潔い舶がよい。舶鹿がおm位になると、サン?は網側に移る

Dが困難のようで舶腹に衝突するものがある。以上スルメイカとサン?の例乞主にして述べたが、そ

の他筆者の経験した本道藤魚類で灯につくものをあげると、玉筋魚、片口組、蜘(30cm.内外)、河扱

等があるがと、では略する。

5 結言

本道漁場における魚類の反臆を例にとって若干の知見を越ぺたが、本文中に指摘した研究未完のも

のは今後逐弐解決したいと考えている。終りに臨み本研究を後援された函館市役所、現場試験に多大

の便宜を輿えられ熱心に支援された日本水産函館支枇長原口安雄氏、同次長伊藤威雄氏、同事業課長

岡田氏始め同課員¢諸氏、特に直接協力された森田、材、浅野の諸氏、及び集魚灯月1水銀灯の製作に

営られて協力援助された日本竜他の閥係諸氏に深謝する。

6 文献

(1)庫崎楳吉正1933):漁携電化の賓際、厚生関

(2) 間 五雄 (1950):魚群の光に封ずる行動に就いて、日水誌， 16私 6披.22ト 224頁

131 田 内・林 (1926):灯火に集まる魚群について、水講報告， 21巻， 4鞭.

{必田内森三郎 (1泊9):集魚灯に就いて、照明拳禽誌， 13巻， 9競.

(51 佐々木忠義(1949):水中光麗に開する研究、日本梅洋皐誌， 5巻， 2披.

16l Tadayoshi SASAKI (1950): Fishing Apparatu8 equipped with a Fi自11Attraction 
La mp-System.日本誌， 16巻， 7按， pp.281-294. 

(引大橋前之肪(1916):魚類。色彩感受、水産準禽報， 1念 4披.

(81 稲原・内藤 (1950):昭和24年度道東海底秋刀魚湯業指導概況、北71<試月報.7私 1競.1-8頁

(91 竹内能忠、 (1939):水中D明る念、日水誌， 8巻， 4抗 194-211頁.

UOl Sn.wyer， W. R. (1931): The srectral nbsorption of light by l~ure w叶βrand Rw of Fun-
dy water. Contr. Canad. Biol Fish.， N. S. 7 ( 8)， D. 1， pp.75. 

凶 Clnrk<>，G. L. and H. R. James: (1939): Lnboratory analy自is_of the selective nbsorpもiOll
of lighもbysea water. J. O. S. A.， 29 (2). pp.43 

幽原岡熊雄 (1947):漁傍府豊光ランプについて、科皐朝日.12月瞬

間)電気感曾編(l9~3) :電策工皐ポケットプツク、丸善.

(水産科拳研究所業績第61蹴〉

--150--


